
施策の検討の方向
～これまでの「策定ワーキング会議の経過」

および「一般アンケート集計結果」を踏まえて～
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◆策定ワーキング会議について
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会議名 開催日 議題

◎策定方針ワーキング会議

（第１回）

11月15日 ・ 第二次長期総合計画について

・ 町の現状把握および町の課題と将来像について

◎策定方針ワーキング会議

（第２回）

11月28日 ・ 策定に当たっての基本的な考え方の検討

・ 重要施策課題や策定体制についての検討

◎策定方針ワーキング会議

（第３回）

12月21日 ・ 町民参画ワーキング会議の参画方針案について

・ アンケート調査にかかる対象者方針案について

◇策定本部会議

（第１回）

２月４日 ・ 安芸太田町長期総合計画審議会への諮問について

◆長期総合計画審議会

（第１回）

２月５日 ・ 長期総合計画後期基本計画策定方針

・ 安芸太田町の現状等

・ 住民アンケート調査について

〇策定ワーキング会議

（第１回）

３月12日 ・ 20年後の安芸太田町の姿を予測する（１）

町の現状把握および町の課題と強みについて

〇策定ワーキング会議

（第２回）

３月20日 ・ 20年後の安芸太田町の姿を予測する（２）

未来シュミレーション１（20年後の安芸太田町の姿）

〇策定ワーキング会議

（第３回）

４月15日 ・ 20年後の安芸太田町の姿を予測する（３）

未来シュミレーション２（20年後の安芸太田町の姿）

〇策定ワーキング会議

（第４回）

４月25日 ・ 20年後の安芸太田町の姿を予測する（４）

安芸太田町の「あるべき姿」とそのための「取組み」

〇策定ワーキング会議

（第５回）

５月７日

～５月10日

（サイボウズ上で意見集約）

・ 20年後の安芸太田町の姿を予測する（５）

安芸太田町の「あるべき姿」とそのための「取組み」

◆会議等の開催について（H30.11～R1.5）

◆策定ワーキング会議における今後のすすめかた
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「まちづくりの基本方向」

にかかる施策の検討方針（経過報告）



施策の検討方針（経過報告）

１.定住・人口対策
～自然環境と人間環境の調和のとれたまち～

子育て世帯向けの住宅取得支援策等により、一定の成果は見たが、社会減の傾向を
止めることに至っておらず、定住促進に向けた更なる工夫を要すると考えている。

5年後・20年後に予想される状況
・町内で働く場所が少なくなり、就労のための転出により社会減が進む。
・集客が見込めず店舗の撤退、衰退により住民の買物等の生活利便性が悪くなり、社会減が進む。
・少子化により学校や保育所の維持が難しくなり、定住のための子育て環境の充実が必要になる。

検討すべき項目
・定住施策としての、仕事づくり、生活利便性、子育て支援の効果的な施策や
政策間連携の検討

・安芸太田町ならではのメリット（農業、自然環境、水）を活かした定住人
口増加施策の検討

・将来の人口維持のための「関係人口」増加施策の検討
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

◆策定ワーキング会議からの意見



２.子育て・教育・次世代育成
～出産から成人までライフステージをつなげるまち～

乳幼児健康審査におけるきめ細やかなサポートや、認定子ども園、保育所、幼稚園をは
じめ、子育て支援センター、放課後子ども教室等、子育て支援ニーズには適確に対応して
いるものと考えている。

学校教育については、学校適正配置を進めるとともに、教育環境の整備を図ることがで
きた。また、平成30年度には、小中学校におけるICT環境を整備し、教育内容の深化を図る
ことができた。さらに、加計高等学校の教育環境及び学生寮生活の環境整備を図ることに
より、入学希望生徒の増加を果たすことができている。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）



検討すべき項目
・ICT等の活用により、どこでも学びたいこと学べる環境づくりの検討
・子どもたちが、集まる場所や機会の創出（町内、広域）の検討
・地域の伝統文化を継承する後継者育成活動支援の検討

5年後・20年後に予想される状況
・都市部と比較すると、小中学生が学校以外で、学ぶ場所（塾、習い事等）等の教育環境が
整っていないため、学習の機会を求めるニーズが高くなる。
・学校の児童生徒数の減少により、多様な人間関係に触れる機会が減り、社会性が育ちにく
い。
・少子化より子どもの芸能活動が維持できなくなり、若者の伝統文化に対する興味が衰退し、
地域の伝統文化の継承ができず途絶える。
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◆策定ワーキング会議からの意見



３.健康・医療・福祉
～体と心がちょうどいい幸せを感じるまち～

安芸太田町病院の医師確保を図り、医療機器の更新等の医療環境を整備し、住民の安心
感を高めることができていると考えている。また、健康・保健施策では、乳幼児期におけ
るきめ細やかな子育てサポート、や口腔ケアの取組み等成果が上がっており、とりわけ、
ウォーキング等の健康運動に関しては住民主導の取組みが進み、協働による健康づくりが
進んでいると考えている。

一方で、「地域包括ケアシステム」の形成に関しては、高齢者にとって「安心」を感じ
ることができる仕組みとして、生涯活躍のまち形成と連動しながら進めていく必要がある。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）



検討すべき項目
・持続可能な町全体の医療体制の検討
（安芸太田病院、診療所、開業医全体で）
・将来にわたって地域包括ケアを実践できる人材の育成
・在宅介護の支援策の検討

5年後・20年後に予想される状況
・医師不足の為、医師一人あたりの負担増加
・町内医療機関の縮小、閉鎖に伴い、町内で安定した医療を受けれなくなる。
・在宅医療の仕組みが発展し医療機関の利用者が減る。
・高齢化により要介護者が増加し、福祉施設運営を圧迫する。
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◆策定ワーキング会議からの意見



４.社会基盤・防災・防犯
～みんなで支えあう安心なまち～

国、県との連携をはかり、道路網の維持、整備のほか、治山、砂防事業を進めています、
上下水道に関しては、適正で安定的な運営のための計画的な更新を進める必要がある。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）

検討すべき項目
・コンパクトシティ（住み替え）を実現し、必要最小限のインフラ整備の考え
方の検討

・消防団の効率的かつ効果的な体制整備と活動の検討
・地域全体で取り組む防犯、防災体制整備と避難行動等の住民意識向上施策の
検討

5年後・20年後に予想される状況
・財源不足（利用者の減少）等により町道、上下水道の維持管理が困難になる。
・消防団員が減少し、地域防災力が低下する。
・駐在所の減少と空き家の増加により、治安・住環境が悪化し地域住民の不安が増す。

◆策定ワーキング会議からの意見



５.生活利便性・環境
～ゆるやかにつながっているやさしいまち～

高速ブロードバンド環境は、医療、教育面での活用や、企業誘致の実現に繋がる等、イ
ンフラのストック効果が表れていると考えている。一方で、公共交通に関しては、利用者
の減少や利用ニーズの多様化等に対応するために、公共交通施策の方向性について大きく
舵をきる時期に来ていると考えている。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）



検討すべき項目
・空き家対策（活用）の仕組みづくりの検討（さまざまな考えを持つ人を受け入
れる意識の醸成等ソフト面も含む）

・持続可能な公共交通システムの検討（最新技術や様々な仕組みを取り入れ効率
化を図る）

・ブロードバンドを活用した町内全世帯への情報インフラ整備の検討
（例：全世帯タブレットを活用することによる住民サービスの向上策検討）

5年後・20年後に予想される状況
・空き家の増加と町営住宅等の老朽化が町のイメージダウンにつながる。
・人口減少や高齢化に進行により、人手が入らない場所が増え、地域環境、自然環境が悪化す
ることにより、有害鳥獣の被害がさらに増加する。
・パソコンやスマホ端末を持っていない、使えない人も多く、ブロードバンド環境の効果的な
活用が図られない。
・利用者の減少によりバス路線等公共交通の縮小・廃止とスクールバスの広域再編が余儀なく
される。
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◆策定ワーキング会議からの意見



６.産業・雇用
～やりたいことをカタチにしてつなぎあうまち～

農業法人等や新規就農者への生産活動に対する支援等を行い農業生産高の拡大は図られ
たと考えている。林業分野においては、補助事業頼みの側面もあり、林業経営体の自立が
今後の目標といえる。
がんばるビジネス応援補助金による起業、事業継承者は、平成27年度から30件を超え、

ビジネスチャンス創出には一定の成果が図られたものと考えている。

観光面においては、入込観光客数は伸び悩み、観光消費高に関しては下降しており、地
域商社を中心として、観光産業の成長に向けての地に足のついた取組を進める必要がある。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）
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検討すべき項目
・既存の農業事業者の効率的かつ継続可能な農業経営支援の検討
・新たな農業事業者の掘り起しと定着策の検討
・町外からの流入、町内の経済循環の促進に向けた「道の駅」等町内の観光
拠点の強化。

・町内の自然環境をフル活用したアクティビティの創出の検討
（環境保全意識の醸成と外貨獲得のコンテンツとして活用方策検討）

・産業振興を目的とした「関係人口」の増加施策の検討。

5年後・20年後に予想される状況
・働く世代の働く場所が少なく町外への転出が増加し、町の税収が減少する。
・農業従事者が減少し、遊休農地が増え、景観が悪化する。
・町内に若者がわくわくするものがなく、情報発信力が弱い。
・観光の衰退と併せて店舗、施設が減少し観光消費額が下がる。

◆策定ワーキング会議からの意見



７.コミュニティ
～あなたの力が必要ですHotな心が通いあうまち～

地域マスタープラン事業等、地域の主体的な取組みをサポートする施策を行い、コミュ
ニティの維持には一定の成果があったと考えているが、急激高齢化、人口の減少に対応す
る将来のコミュニティの在り方については、住民との意見交換を重ね早急に検討する必要
があると考えている。
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◆一般アンケート「満足度」×「重要度」変移（H25⇒H30）

施策の検討方針（経過報告）
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検討すべき項目
・一段階大きな枠で自治活動を行う仕組みを作る等の自治組織の再編の検討
・町民の声が行政に届きやすい仕組みづくりを検討
・庁舎内にふるさと納税担当チーム設置の検討

5年後・20年後に予想される状況
・行政コストの増加、町の細部にわたる行政サービスが行き届かない。
・集落の過疎化・限界集落化、孤立化が進み、集落の自治活動の継続が困難になる。
・産品の固定化や新しいジャンルの創出不足もあり、ふるさと納税が伸びず、税収の増額
が見込めない。

・住民と役場との意思疎通の低下

◆策定ワーキング会議からの意見


